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『
海
』
の
過
去
、
現
在
、
未
来
に
つ
い
て 
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森 
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二 
  

『
海
』
の
過
去
、
現
在
、
未
来
に
つ
い
て
、
作
品
等
の
質
や
内
容
か

ら
は
や
や
逸
れ
て
し
ま
う
が
、
現
「
編
集
・
会
計
担
当
」
と
し
て
の
側

面
か
ら
、
そ
の
特
徴
に
触
れ
て
み
た
い
。 

 

１ 

『
海
』
の
運
営
（
第
一
期
）
の
場
合 

（
１
）
『
海
』
第
一
期
は
、
「
昭
和
六
二
年
（
一
九
八
七
年
）
九
月
一

日
に
創
刊
号
を
発
刊
」
し
、
第
六
十
七
号
「
平
成
二
〇
年
（
二
〇

〇
八
年
）
一
二
月
一
日
刊
行
」
を
も
っ
て
、
終
刊
に
な
っ
た
。
こ

の
間
二
十
二
年
で
あ
っ
た
。 

（
２
）
『
海
』
第
一
期
の
運
営
は
、
「
主
宰
」
、
「
編
集
担
当
」
、

「
会
計
担
当
」
と
い
う
三
人
の
元
で
行
わ
れ
て
き
た
。 

 
 

 

第
一
期
の
主
宰
・
織
坂
幸
治
氏
は
、
「
文
学
に
真
摯
に
向
か

い
」
、
「
優
れ
た
見
識
を
持
ち
」
、
「
社
会
に
も
大
き
な
影
響
力

を
行
使
す
る
」
と
い
う
方
だ
っ
た
。
織
坂
氏
の
卓
越
し
た
指
導
力

の
お
か
げ
で
、
『
海
』
第
一
期
は
広
く
知
ら
れ
、
同
人
が
競
っ
て

作
品
を
発
表
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

（
３
）
編
集
担
当
は
、
主
宰
の
意
向
を
受
け
、
毎
号
の
発
行
計
画
に
よ

り
、
具
体
的
な
「
案
内
作
成
、
原
稿
受
、
印
刷
原
稿
案
作
成
、
校

正
、
印
刷
発
注
、
送
付
、
Ｈ
Ｐ
作
成
」
と
い
う
作
業
を
行
い
、
会

計
担
当
は
同
人
費
の
「
受
入
れ
、
支
出
、
報
告
」
を
行
っ
た
。 

（
４
）
な
に
よ
り
『
海
』
の
構
成
員
は
、
侃
々
諤
々
の
意
見
の
交
換
の

な
か
か
ら
得
た
「
詩
魂
の
発
露
」
に
よ
り
、
「
命
を
張
る
」
と
で

も
形
容
す
べ
く
文
学
・
文
芸
に
真
剣
に
向
か
い
会
っ
て
き
た
。 

（
５
）
こ
う
い
う
状
態
で
二
十
二
年
を
経
て
き
た
が
、
構
成
員
の
高
齢

化
等
も
あ
り
、
や
む
な
く
終
刊
と
な
っ
た
。 

 

２ 

『
海
』
第
二
期
の
運
営
【
現
状
】 

（
１
）
第
二
期
は
、
第
一
期
の
運
営
形
態
を
そ
っ
く
り
受
け
継
ぐ
か
た

ち
で
、
「
平
成
二
一
年
（
二
〇
〇
九
年
）
六
月
二
〇
日
に
創
刊
号

（
通
巻
第
六
十
八
号
）
を
発
刊
」
し
、
第
三
十
号
（
通
巻
第
九
十

七
号
）
を
「
令
和
五
年
（
二
〇
二
三
年
）
七
月
一
日
に
発
行
」
し

た
。
こ
の
間
十
五
年
で
あ
る
。 

（
２
）
第
二
期
は
、
第
一
期
の
終
刊
を
受
け
、
急
い
だ
企
画
に
よ
り
、

少
人
数
で
は
あ
る
が
、
「
発
表
の
場
を
持
つ
」
こ
と
を
主
目
標
と

し
て
立
ち
上
げ
、
「
編
集
委
員
会
」
の
元
で
運
営
し
て
き
た
。 

（
３
）
第
二
期
は
、
次
の
よ
う
な
「
理
念
と
指
標
」
を
掲
げ
、
同
人
個

々
が
、
な
に
よ
り
も
自
身
の
判
断
と
工
夫
に
よ
り
「
自
由
に
作
品

を
表
現
し
、
発
表
す
る
」
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。 

① 
文
芸
作
品
を
発
表
す
る
場
で
あ
る
。 

② 

作
品
を
、
広
く
、
遠
く
に
運
ぶ
場
で
あ
る
。 

③ 

文
芸
を
志
す
者
同
士
の
交
歓
の
場
で
あ
る
。 
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④ 

生
涯
に
わ
た
り
文
芸
に
か
か
わ
っ
て
い
く
た
め
の
場
で
あ
る
。 

⑤ 

同
人
個
々
を
も
っ
て
主
人
公
と
す
る
。 

⑥ 
文
芸
を
志
す
者
に
、
広
く
門
戸
を
開
放
す
る
。 

（
４
）
ま
た
、
そ
の
特
徴
を
次
の
よ
う
に
表
し
て
い
る
。 

①
『
海
』
の
考
え
は
、
極
め
て
シ
ン
プ
ル
で
あ
る
。 

②
表
現
し
、
年
に
二
回
世
に
問
う
。 

「
年
二
回
発
行
す
る
」 

③
こ
れ
を
「
発
、
自
、
安
」
と
称
す
る
。 

「
自
由
に
（
表
現

し
）
、
発
表
す
る
、
安
価
で
」
の
意
。 

（
５
）
第
二
期
は
、
第
一
期
終
刊
後
急
い
で
立
ち
上
げ
た
と
い
う
事
情

も
あ
り
、
「
主
宰
」
を
選
定
し
得
な
い
ま
ま
で
今
日
に
至
っ
た
こ

と
で
、
第
一
期
の
織
坂
氏
の
よ
う
な
卓
越
し
た
指
導
者
に
は
恵
ま

れ
て
い
な
い
が
、
「
編
集
委
員
会
」
が
こ
れ
に
替
わ
り
、
新
た
な

方
式
で
の
積
極
的
な
運
営
を
行
っ
て
い
る
。 

（
６
）
そ
の
概
要
は
、
「
編
集
委
員
で
あ
る
同
人
も
、
そ
う
で
は
な
い

同
人
も
、
何
の
区
別
も
、
差
異
も
設
け
て
い
な
い
」
こ
と
に
あ
る
。 

 
 

 

す
な
わ
ち
、
同
人
は
皆
『
海
』
の
目
標
と
す
る
「
表
現
す
る
こ

と
」
、
「
作
品
を
発
表
す
る
こ
と
」
に
向
か
い
、
自
由
に
目
指
し

ゆ
く
仲
間
で
あ
り
、
編
集
委
員
会
や
編
集
委
員
は
、
こ
れ
ら
の
目

標
を
下
支
え
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。 

（
７
）
発
行
に
当
た
っ
て
は
、
創
刊
の
早
い
時
期
か
ら
、
幸
い
に
全
国

的
レ
ベ
ル
の
数
人
の
同
人
の
参
加
を
得
て
「
か
な
り
の
レ
ベ
ル
の

冊
子
」
を
発
刊
し
て
き
た
。 

 
 

 

同
人
は
、
福
岡
だ
け
で
は
な
く
北
海
道
、
大
阪
、
奈
良
、
熊
本
、

長
崎
な
ど
広
範
囲
に
居
住
し
て
お
り
、
ま
た
コ
ロ
ナ
対
応
の
た
め
、

第
一
期
で
行
っ
て
き
た
「
合
評
会
」
を
原
則
と
し
て
開
か
ず
、
同

人
の
み
に
利
用
を
限
定
し
た
「
交
流
掲
示
板
」
に
よ
り
批
評
、
意

見
交
換
、
情
報
伝
達
を
行
う
こ
と
に
し
た
。
ま
た
、
普
段
の
連
絡
、

問
い
合
わ
せ
等
も
「
メ
ー
ル
の
使
用
」
を
原
則
と
し
て
い
る
。 

（
８
）
作
品
の
制
作
、
発
表
も
同
人
個
々
の
自
発
性
に
委
ね
、
『
海
』

へ
の
発
表
に
限
ら
ず
、
広
く
商
業
誌
や
他
誌
へ
の
投
稿
を
勧
め
、

実
際
、
多
方
面
で
の
活
躍
が
な
さ
れ
て
い
る
。 

（
９
）
以
上
が
、
『
海
』
第
二
期
の
十
五
年
を
顧
み
た
と
き
（
十
五
年

分
の
高
齢
化
が
進
ん
だ
と
い
う
実
情
は
否
め
な
い
も
の
の
）
、
今

も
、
ど
こ
ま
で
も
広
が
り
ゆ
く
「
産う

み

」
で
あ
り
、
「
原
初
の
海
」

で
あ
り
、
「
天
空
の
海
」
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
。 

 
 

 

こ
の
「
開
か
れ
た
自
由
無
碍
の
『
海
』
」
が
、
こ
れ
か
ら
何
を

産
み
出
し
得
る
も
の
で
あ
る
か
、
お
お
い
に
楽
し
み
で
あ
る
。 

 

３ 

今
後
の
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
て 

（
１
）
以
上
、
『
海
』
第
二
期
第
三
十
号
ま
で
の
現
状
に
お
け
る
個
人

的
な
意
見
を
列
記
し
た
。
こ
の
間
、
同
人
諸
氏
か
ら
寄
せ
て
い
た

だ
い
た
多
大
な
協
力
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
第
三
十
号
以
降
が

さ
ら
な
る
発
展
へ
の
道
に
向
か
う
こ
と
を
期
待
し
て
や
ま
な
い
。 

（
２
）
な
お
、
こ
れ
か
ら
の
「
目
標
、
目
的
」
を
ど
う
考
え
て
い
く
か

に
つ
い
て
も
検
討
の
余
地
が
あ
ろ
う
。 

（
３
）
殊
に
、
若
い
人
の
参
加
の
工
夫
を
し
、
若
い
同
人
が
主
体
と
な

っ
た
積
極
的
な
意
見
の
披
瀝
に
よ
り
、
新
た
な
作
品
を
競
っ
て
発

表
し
て
い
く
「
場
」
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 


